
m
＝
申
し
込
み
先　
　

☎
＝
電
話
番
号　
　

  

＝
Ｅ
メ
ー
ル

t
＝
問
い
合
わ
せ
先　

9
＝
フ
ァ
ク
ス
番
号　

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

マ
ー
ク

の
説
明

¥0 参加費用無料
高齢者・障害者対象情報ボックス

お
知
ら
せ
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子

育

て

健

康

し
み
ん
の
掲
示
板

●
対
象
＝
ア
ク
ロ
ス
利
用
登
録
済
み
団
体　

●
費
用
＝
無
料

m
t
3
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
ア
ク
ロ
ス

と
公
共
施
設
で
配
布
す
る
申
込
用
紙
に
書
い

て
来
館
か
郵
送
〒
574　
ー　

0
0
3
6
末
広
町
１　

ー　

301
ア
ク
ロ
ス
☎
869
・
6
5
0
5

●
費
用
＝
4
月
〜
来
年
3
月
分
（
12
カ
月
）

：
1
万
2
千
円
（
1
回
あ
た
り
250
円
）

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

　

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス（
鍵
付
き
ロ
ッ
カ
ー
）は
、

備
品
な
ど
の
保
管
、団
体
間
の
情
報
交
換
、
団

体
あ
て
の
郵
便
物
の
受
け
取
り
に
利
用
可
能
。

つ
ど
い
の
広
場
（
ぽ
け
っ
と
・
き
し
ゃ
ぽ
っ

ぽ
・
み
ど
り
）、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
南

郷
・
四
条
）、
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
、
ア
ク
ロ
ス
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

m
t
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
に
住
所
、

氏
名
、
意
見
を
書
い
て
〒
574　
ー　

8
5
5
5
子

ど
も
政
策
課
☎
870
・
0
4
3
5　

f
872
・
2

1
8
9　

kodom
osei@

city.daito.
lg.jp

障
害
者
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

実
習
生

●
期
間
＝
多
く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
4
月
〜
来
年
3
月
の
間
で
個
別
に

相
談
し
ま
す　

●
実
習
先
＝
大
東
市
役
所　

●
対
象
＝
精
神
お
よ
び
知
的
障
害
者　

●
そ

の
他
＝
有
償
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
雇

用
契
約
を
締
結
し
ま
す

m
t
北
河
内
東
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
871
・
0
0
4
7

ア
ク
ロ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ラ
ボ
、

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
利
用
者

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ラ
ボ

　

市
民
活
動
団
体
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
少
人
数

の
定
期
的
な
打
ち
合
わ
せ
や
活
動
な
ど
に
使

え
る
ブ
ー
ス
で
す
。

●
利
用
区
分
＝
毎
週
１
回
、
固
定
の
曜
日
・

時
間
区
分
（
午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1
時

〜
5
時
、
午
後
6
時
〜
10
時
）
の
い
ず
れ
か
。

講
座
や
相
談
事
業
、
政
治
・
宗
教
・
営
利
活

動
は
利
用
不
可　

●
対
象
＝
ア
ク
ロ
ス
利
用

登
録
済
み
で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
団
体　

施
（
申
込
者
に
別
途
通
知
）

m
t
2
月
15
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
市
販

の
履
歴
書
を
書
き
、
封
筒
の
表
に
「
ア
ル
バ

イ
ト
登
録
希
望
」
と
朱
書
き
し
て
〒
574　
ー　

8

5
5
5
人
事
課
☎
870
・
0
4
1
6

消
費
生
活
相
談
員

●
勤
務
時
間
＝
週
3
日
午
前
9
時
〜
午
後
5

時　

●
業
務
内
容
＝
消
費
生
活
相
談
・
消
費

者
啓
発
に
関
す
る
こ
と　

●
対
象
＝
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
の
消
費
生
活
専
門
相
談
員
資
格

を
有
す
る
人
ま
た
は
、
㈶
日
本
消
費
者
協
会

の
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
資
格
を
有
す

る
人　

●
募
集
人
員
＝
1
人

m
t
2
月
15
日
ま
で
に
生
活
安
全
課
☎
870
・

9
6
1
2

大
東
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動

計
画
（
後
期
計
画
案
）
に
か
か
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

少
子
化
の
流
れ
を
止
め
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
街
づ
く
り
を
よ
り
進

め
る
た
め
、「
大
東
市
次
世
代
育
成
支
援
対

策
行
動
計
画
」
の
後
期
計
画
策
定
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、「
大
東
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

制
度
」
に
基
づ
き
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

●
と
き
＝
2
月
9
日
㈫
〜
3
月
8
日
㈪　

●

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、
法
人

な
ど
の
団
体　

●
閲
覧
場
所
＝
市
役
所
1
階

市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
子
ど
も
政
策
課
、
保

健
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階
子
ど
も
保
健
課
、

市
の
指
定
文
化
財
⑧

諸も
ろ

福ふ
く

天て
ん

満ま
ん

宮ぐ
う

本ほ
ん

殿で
ん

第 8話

　

諸
福
を
東
西
に
横
切
る
古ふ
る

堤づ
つ
み

街
道

を
北
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
、
諸
福
天

満
宮
が
あ
り
ま
す
。

　

諸
福
天
満
宮
は
、
権ご
ん

現げ
ん

造づ
く
り

風
の
拝は
い

殿で
ん

に
覆
わ
れ
た
中
に
本
殿
が
納
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
殿
は
、一い
っ

間け
ん

社し
ゃ

流な
が
れ

造づ
く
り

で
、
屋
根
は
檜ひ

皮わ
だ

葺ぶ
き

と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

各
部
に
施
さ
れ
た
蟇か
え
る

股ま
た

に
は
、
虎

や
猫
な
ど
の
動
物
が
写
実
的
に
彫
刻

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
向こ
う

拝は
い

の
木き

鼻ば
な

を

象
の
彫
刻
と
す
る
な
ど
、
江
戸
時
代

初
期
の
桃
山
様
式
建
築
の
特
徴
を
表

し
ま
す
。

　

社
伝
に
よ
る
と
、
寛
永
20
年
（
1

6
4
4
年
）
に
当
地
に
勧か
ん

請じ
よ
う

さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
建

築
様
式
な
ど
か
ら
考
え
て
も
、

こ
の
本
殿
が
こ
の
と
き
に
建
て

ら
れ
た
も
の
と
し
て
間
違
い
な

い
と
思
わ
れ
、
市
内
で
は
最
も

古
い
建
築
物
と
い
え
ま
す
。

　

平
成
の
修
復
が
な
さ
れ
て
彩

色
が
施
さ
れ
た
た
め
、
往
時
の

姿
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
隣
接
す
る
勝
福
寺
は
諸
福

天
満
宮
の
宮
寺
的
性
格
に
あ
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

諸
福
天
満
宮
は
、
江
戸
時
代
に
は

「
産う
ぶ

土す
な

神
社
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

菅す
が

原わ
ら

道み
ち

真ざ
ね

を
祀ま
つ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

明
治
5
年（
1
8
7
2
年
）
に「
菅
原

神
社
」と
改
称
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成

11
年
現
在
の
社
名
に
改
め
ら
れ
ま
し

た
。 （
市
史
編
纂
委
員　

岡
村
喜
史
）

諸福
天満宮

勝福寺

N

J
R
学
研
都
市
線

寝
屋
川

J
R
鴻
池
新
田

古
堤
街
道

↑京橋

↓住道

木鼻
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